
学修単位様式 

科目名 国語 英語科目名 Japanese 

開講年度・学期 平成 27年度・通年 対象学科・専攻・学年 機械工学科（Ｍ）３年 
電気電子創造工学科（ＬＲ）３年 

授業形態 講義 必修 or選択 必修 

単位数 ２単位 単位種類 履修単位 30ｈ 

担当教員 佐藤 元紀 居室（もしくは所属） 専攻科棟２Ｆ 

電話 内線 171 E-mail  
 
授業の到達目標 
 

授業到達目標との対応 

小山高専の 
教育方針 

学習・教育 
目標(JABEE) 

JABEE 基
準要件 

１.日本語に関する適切な知識を持ち、それを用いて表現できること。 ①   

２.文章の読み・書きを通して基本的な読解力と分析力を身につけること
ができること。 

②   

３.プレゼンテーション等の際に、論理的に自らの意見を整理して発信で
き、他者の意見を聞いて議論できること。 

⑥   

各到達目標に対する達成度の具体的な評価方法 

達成目標１－２：前期中間試験・前期定期試験・提出物・小テストによって評価する。 

達成目標３：プレゼンテーション等の発表・提出資料・質疑応答時の発言によって評価する。 

評価方法 
１.前期中間試験・前期定期試験の平均点…35％程度 
２.プレゼンテーション等の口頭発表（関連する提出物を含む）…35％程度 
３.小テストの点数・提出物（口頭発表関連以外）…30％程度 
４.今年度において漢検準２級・２級・準１級に合格した場合は、級に応じて加点する。 

読書体験記コンクールなど日本語表現に関するコンクールに入賞した場合も、内容に応じて加点する。 

授業内容 

【前期】 
１.授業ガイダンス              １ｈ 
２.自己紹介文                 １ｈ 
３.日本語について① 語彙の分類       ３ｈ 
４.記号としての言葉①            ３ｈ 
５.伝達力を身につける① 

プレゼンテーション概説          ２ｈ 
６.国語常識の演習 小テスト含む       ３ｈ 
７.前期中間試験               １ｈ 
８.前期中間試験の答案返却、解説       １ｈ 
                    

小計 １５ｈ 

【後期】 
15.伝達力を身につける③ 

ディベート                １２ｈ                     
16.伝達力を身につける④ 
  グループプレゼンテーション             １４ｈ 
17.国語常識の演習 小テスト含む        ３ｈ 
18.提出物等の返却と評価            １ｈ 
                   

 小計 ３０ｈ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                   合計 ６０ｈ 

９.日本語について② 敬語          ２ｈ 
10.記号としての言葉②            ２ｈ 
11.文章を要約してみよう           ２ｈ 
12.伝達力を身につける② 

個別プレゼンテーション          ５ｈ 
13.国語常識の演習 小テスト含む       ３ｈ 
14.前期定期試験の答案返却、解説            １ｈ 
                    

小計 １５ｈ 

キーワード 日本語表現、国語常識、伝達力、プレゼンテーション 

教科書 国語表現（京都書房）、パスポート国語必携（桐原書店） 

参考書 漢検ダイレクト２級 

カリキュラム中の位置づけ 

前年度までの関連科目 国語 

現学年の関連科目 なし 

次年度以降の関連科目 文学 

連絡事項 

1.提出物には真剣に取り組み、提出期限を守ること。なお、期限後の提出は減点または０点とする。 

また、原則として提出物は公開の対象とするため、公開が不都合の場合には、予めその旨を申し出ること。 

2.授業における様々なマナーを守り、自分から進んで「話す・聞く・書く・読む・調べる」などの活動には積極的

かつ意欲的に取り組むこと。 

3.発表の際に理由なく欠席した場合は、評価方法２に関して０点扱いとする。 

4.受動的に授業を受けるのではなく、常に能動的に考えながら授業に望むこと。 

シラバス作成年月日 平成 27年 3月 10日 

 


